
【ライドシェアの事前チェック】  Pony AI 

 

①要約： 

Pony AI は、ライドシェアの事前チェックにおいて、ユーザーの好みに合った車両をマッチ

ングさせるアイデアを提案しています。ユーザーは事前に車両の内部写真やビデオを見る

ことができず、車の状態やドライバーの運転スタイルなどの問題があることが課題として

挙げられています。Pony AI は、ユーザーが好みを登録し、それに合った車両を提案するこ

とで、ユーザーフレンドリーなサービスを提供しようとしています。 

 

②目的： 

この発明の目的は、ライドシェアの利用者が車内の状態やドライバーの運転スタイルなど

を事前に確認できるサービスを提供することで、ユーザーの好みに合った車両を提供し、よ

り満足度の高いサービスを提供することです。ユーザーの好みを考慮し、選択肢を提案する

ことで、利用者がより適した車両を選択できるようにすることが目標です。 

 

③新規性： 

このアイデアは、ライドシェアの利用者の好みに合った車両をマッチングさせるという新

しいアプローチです。従来のライドシェアサービスでは、車内の状態やドライバーの運転ス

タイルなどの情報が提供されず、利用者は予約した車が来るまでその情報を把握すること

ができませんでした。このアイデアは、利用者の要望と車両の情報をマッチングさせること

で、より個別化されたサービスを提供する新たなアプローチを提示しています。 

 

④独自性： 

この発明は、他のライドシェアサービスと比較して独自性があります。現在のライドシェア

サービスでは、車内の写真やビデオなどの詳細な情報が提供されず、利用者は予約した車が

到着するまでその状態を把握することができません。この発明は、利用者の好みを事前に登

録し、その好みに合った車両を提案することで、より個別化されたサービスを提供しようと

している点で競合他社と差をつけています。 

 

⑤経済価値： 

ユーザーが自分の好みを事前に登録することで、予約する必要のない車両が減り、需要と供

給のバランスがとれることが期待されます。さらに、利用者が個別化されたサービスを受け

ることで、より満足度が高まり、サービスを再利用する意欲が高くなる可能性があります。

これにより、顧客ロイヤルティを向上させ、収益を増やすことができる可能性があります。

また、ライドシェアサービスの市場において、より個別化されたサービスを提供することは

競争力を向上させる要素となるため、経済的な価値をもたらすことが期待されます。 


